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第
４８
回
体
育
祭

地
域
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

す
る
商
学
部
の
前
川
明
彦
ゼ

ミ
（
中
山
亮
ゼ
ミ
長
）
の
３

年
次
生
が
、
本
年
度
の
「
社

会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
４
」
関
東
地
区
大

会
で
最
高
賞
の
優
秀
賞
に
輝

い
た
。
全
国
６
地
区
の
代
表

が
集
う
３
月
１０
日
の
決
勝
大

会
に
進
出
す
る
。

同
グ
ラ
ン

プ
リ
は
、
大

学
教
職
員
の

有
志
で
運
営

さ
れ
る
社
会

人
基
礎
力
協

議

会

が

主

催
、
経
済
産

業
省
が
共
催

の
発
表
大
会

で
、
授
業
や

ゼ
ミ
の
課
題

な
ど
を
通
じ

て
学
生
の
成

長
を
評
価
す

る
。
前
川
ゼ

ミ
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

の
機
能
な
ど

を
利
用
し
て
多
摩
区
を
巡
り

な
が
ら
謎
解
き
を
す
る
参
加

型
ゲ
ー
ム
「
か
わ
さ
き
ト
レ

ジ
ャ
ー
」
を
企
画
、
運
営
し

た
。
関
東
地
区
大
会
で
は
中

山
ゼ
ミ
長
、
飯
田
実
幸
さ

ん
、
西
浦
鴻
輝
さ
ん
ら
が
発

表
、
高
い
評
価
を
得
た
。
同

ゼ
ミ
の
西
浦
さ
ん
に
寄
稿
し

て
も
ら
っ
た
。

な
お
、
北
海
道
・
東
北
地

区
の
優
秀
賞
に
は
石
巻
専
修

大
学
経
営
学
部
チ
ー
ム
が
決

ま
っ
た
。
決
勝
大
会
で
の
専

大
と
石
巻
専
大
の
対
決
も
楽

し
み
だ
。

な

「
ぼ
く
の
名
ま
え
は
タ

が
く
せ
い

カ
、

学
生
で
す
。
し

ゅ
み
は
、
り
ょ
こ
う
と

し
ゃ
し
ん
を
と
る
こ
と

…
」

な

「
ぼ
く
の
名
ま
え
は
ハ

が
く
せ
い

で
ん
し
ゃ

ル
、
学
生
で
す
。
電

車

だ
い

が

大
す
き
で
す
…
」

そ
ん
な
出
だ
し
で
始
ま
る

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
『
タ
カ
と
ハ
ル

の
江
の
島
の
た
び
～
小
田
急

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
の
っ
て

～
』
（
Ａ
５
判
・
２３
㌻
、
編

集
∥
読
書
工
房
）
が
「
静
岡

文
化
芸
術
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１

３
」
の
大
学
生
部
門
優
秀
賞

に
輝
い
た
。

Ｌ
Ｌ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
のl

・
・a
t
t
l
・
・a
s
t

（
や

さ
し
く
読
め
る
）
の
略
語
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
知
的
障
が
い
者
、
学
習

障
が
い
者
、
書
か
れ
た
言
語

を
母
語
と
し
な
い
人
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
、
図
や
写
真

を
多
用
し
、
読
み
や
す
く
編

集
さ
れ
た
も
の
が
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ

ク
だ
。
そ
の
精
神
に
沿
っ
て

書
か
れ
た
『
タ
カ
と
ハ
ル

～
』
は
、
仲
良
し
専
大
生
２

人
組
が
、
新
宿
か
ら
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
に
乗
っ
て
江
の
島
へ

行
く
旅
を
、
み
ず
み
ず
し
く

つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
ー
。

作
者
は
、
タ
カ
こ
と
市
川

貴
祐
さ
ん
（
文
４
）
と
ハ
ル

こ
と
小
貫
智
晴
さ
ん
（
同
）。

専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
員
の

溝
井
智
大
さ
ん
（
同
）
が
撮

影
を
担
当
し
た
。

３
人
は
、
文
学
部
人
文
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
・
野

口
武
悟
准
教
授
（
情
報
図
書

館
学
）
ゼ
ミ
の
１
期
生
。
Ｌ

Ｌ
ブ
ッ
ク
を
研
究
、
ゼ
ミ
活

動
の
集
大
成
と
な
っ
た
『
タ

カ
と
ハ
ル
～
』
は
、
野
口
准

教
授
監
修
の
も
と
同
ゼ
ミ
の

初
出
版
と
な
っ
た
。

し
ん
じ
ゅ
く

え
き

ふ
ん

「
新
宿
駅
か
ら
１５

分

で
ん
し
ゃ

た

ま

た
つ
と
、
電
車
は
多
摩

が
わ川

を
わ
た
り
ま
す
」

し
ゃ
り
ょ
う

か
た

「
…
こ
の
車
両
は
片

せ

え

の

し
ま

瀬
江
ノ
島
ゆ
き

だ
ね
」

え
の
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

「
江
島
神
社
が
と
て

も
た
か
い

ば
し
ょ
に

あ
り
ま
す
。
…
ぼ
く
た
ち

の
わ
た
っ
て
き
た
は
し
や

ち
い

ま
ち
が
あ
ん
な
に
小
さ

み

く
見
え
る
よ
」

―
―
窓
か
ら
の
多
摩
川
の

風
景
、
相
模
大
野
駅
で
「
片

瀬
江
ノ
島
行
き
」
「
御
殿
場

行
き
」
に
車
両
が
分
か
れ
る

様
子
、
下
車
後
、
江
島
神
社

か
ら
眺
め
る
見
事
な
夕
日
…

…
。ス

ト
ー
リ
ー
性
も
意
識
し

た
と
い
う
小
貫
さ
ん
は
「
短

い
文
章
で
的
確
に
伝
え
る
こ

と
に
腐
心
し
た
」
と
振
り
返

る
。
「
写
真
に
も
、
文
章
の

書
き
方
と
同
じ
よ
う
に
『
５

Ｗ
１
Ｈ
』
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
」
と
は
溝
井
さ
ん
。

そ
の
こ
と
ば
通
り
、
同
書
に

は
、
平
易
で
簡
潔
な
文
章
と

躍
動
す
る
情
景
を
切
り
取
っ

た
写
真
が
、
内
容
を
ひ
と
目

で
理
解
で
き
る
絵
記
号
（
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
）
と
と
も
に
ち

り
ば
め
ら
れ
た
。

昨
年
１１
月
、
浜
松
市
の
静

岡
文
化
芸
術
大
学
で
行
わ
れ

た
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
審

査
員
の
一
人
、
同
大
の
林
佐

和
子
文
化
政
策
学
部
教
授
は

「
鉄
道
や
旅
と
い
っ
た
ニ
ー

ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
た
こ
と
、
さ
ら
に
実
用
性

も
意
識
し
て
い
る
」
と
、
高

く
評
価
し
た
。

「
次
回
は
料
理
の
つ
く
り

方
の
本
を
考
え
て
い
ま
す
」

（
小
貫
さ
ん
）
。
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ

ク
を
探
求
す
る
旅
は
続
く
。

『
タ
カ
と
ハ
ル
～
』
は
発

行
１
０
０
部
。
各
地
の
公
立

図
書
館
、
特
別
支
援
学
校
、

福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
さ
れ

た
。
非
売
品
。
２
０
１
３
年

度
の
育
友
会
奨
励
賞
も
受
賞

∥
５
面
参
照
。

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
で
は
２
０
１
２

年
度
か
ら
３
年
次
生
を
対
象

に
新
聞
社
、
出
版
社
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
２
回

目
の
今
回
は
３４
人
が
参
加
。

自
己
の
未
熟
さ
を
悟
り
、
仕

事
の
厳
し
さ
を
味
わ
っ
た
体

験
が
成
果
発
表
会
（
昨
年
１１

月
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で

披
露
さ
れ
た
∥
写
真
。

就
業
体
験
の
期
間
は
ほ
と

ん
ど
が
１
週
間
か
ら
２
カ
月

程
度
。
受
け
入
れ
先
は
２４
社

・
団
体
で
、
新
た
に
朝
日
新

聞
社
、
琉
球
新
報
社
、
出
版

取
次
の
ト
ー
ハ
ン
な
ど
８
社

・
団
体
が
加
わ
っ
た
。

発
表
は
出
版
・
図
書
館
系

（
担
当
∥
植
村
八
潮
教
授
、

野
口
武
悟
准

教
授
）
と
新

聞
・
映
像
・

Ｎ

Ｇ

Ｏ

系

（
同
∥
山
田

健
太
教
授
、

藤

森

研

教

授
）
に
分
か

れ
て
進
行
。

「
参
考
に
し

た
い
」
と
見

学
し
た
２
年

次
生
が
質
問

す
る
場
面
も

見
ら
れ
た
。

ト
ー
ハ
ン

で
実
習
し
た

松
見
香
織
さ

ん
は
書
店
の
店
頭
で
販
売
促

進
活
動
に
携
わ
っ
た
。
出
版

・
図
書
館
系
で
は
電
子
書
籍

の
Ｐ
Ｒ
や
編
集
な
ど
Ｉ
Ｔ
が

ら
み
の
テ
ー
マ
が
増
え
る
傾

向
で
、
店
頭
で
の
業
務
は
少

数
派
。
実
際
に
書
店
員
と
し

て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

松
見
さ
ん
は
、
経
験
を
生
か

し
、
客
が
長
く
店
に
と
ど
ま

る
売
り
場
づ
く
り
を
提
案
し

た
。専

大
卒
業
生
で
も
あ
る
同

社
総
務
人
事
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
茂
呂
俊
明
さ
ん
（
平
２

法
）
は
「
積
極
的
に
質
問
す

る
姿
勢
に
触
発
さ
れ
た
」
と

評
価
。
「
在
学
中
に
と
こ
と

ん
何
か
に
打
ち
込
み
、
貪
欲

に
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

新
聞
・
映
像
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
系

で
は
８
人
が
新
聞
社
で
実
習

し
た
。

中
日
新
聞
東
京
本
社
（
東

京
新
聞
）
で
官
邸
前
の
脱
原

発
デ
モ
を
取
材
し
た
田
中
翔

也
さ
ん
は
「
氏
名
や
身
元
を

明
か
し
て
話
を
し
て
く
れ
る

人
を
見
つ
け
出
せ
な
か
っ

た
」
と
コ
メ
ン
ト
を
と
る
苦

労
を
報
告
。
沖
縄
出
身
の
大

城
志
織
さ
ん
は
地
元
紙
で
オ

ス
プ
レ
イ
の
張
り
込
み
取
材

に
挑
み
、
「
一
番
や
り
た
か

っ
た
取
材
が
で
き
た
。
記
者

は
問
題
意
識
が
大
事
だ
と
実

感
し
た
」
と
手
ご
た
え
を
語

っ
た
。

㈳
自
由
人
権
協
会
で
人
権

問
題
に
取
り
組
ん
だ
小
泉
俊

太
さ
ん
と
金
田
章
平
さ
ん

は
、
同
協
会
の
武
藤
久
資
理

事
か
ら
「
他
大
学
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
生
は
法
科
大
学

院
生
と
い
う
環
境
の
中
で
よ

く
頑
張
っ
た
」
と
た
た
え
ら

れ
た
。

武
藤
理
事
は
二
人
に
「
情

報
公
開
法
に
の
っ
と
っ
て
調

査
報
道
す
る
記
者
に
な
っ
た

つ
も
り
で
取
り
組
ん
で
」
と

助
言
。
金
田
さ
ん
は
文
部
科

学
省
に
青
少
年
へ
の
体
罰
調

査
結
果
を
請
求
し
、
情
報
を

引
き
出
し
た
と
い
う
。
「
役

人
た
ち
に
は
『
嫌
な
記
者
』

と
思
わ
れ
た
は
ず
。
今
後
に

つ
な
が
る
仕
事
を
し
た
成
果

は
大
き
い
」
と
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

学
生
が
課
題
と
し
た
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
。
「
仕
事
を
円
滑
に
進
め

る
に
は
、
自
分
の
考
え
を
他

者
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が

大
事
」
「
一
緒
に
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
信

頼
関
係
が
欠
か
せ
な
い
」

と
、
理
解
の
土
台
と
な
る
会

話
力
の
向
上
を
期
す
発
言
が

続
い
た
。

学
科
長
の
山
田
教
授
は

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体

験
は
必
ず
役
立
つ
。
楽
し
い

思
い
出
よ
り
失
敗
や
嫌
だ
と

思
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
」
と
奮
起
を
促
し
た
。

経
営
学
部

経
営
学
部
の
２
０
１
３
年

度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
発
表

会
が
１２
月
３
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。
１６
社
で
研
修
を
積
ん
だ

２０
人
が
、
研
修
の
目
的
や
体

験
、
見
つ
か
っ
た
課
題
な
ど

を
報
告
し
た
。

発
表
に
先
立
ち
、
馬
塲
杉

夫
学
部
長
が
あ
い
さ
つ
。「
イ

ン
タ
ー
ン
シ

ッ

プ

体

験

は
、
日
ご
ろ

の
学
び
に
ど

ん
な
意
味
が

あ
っ
た
の
か

を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な

い
か
」と
、意

義

を

語

っ

た
。
受
け
入

れ
先
企
業
の

担
当
者
も
出

席
し
て
学
生

た
ち
の
発
表

を
聞
き
、
意

見
を
述
べ
た
。

ゼミ、プロジェクト、インターンシッ

プ、スポーツ……学内外でいきいきと活

動する学生たちの姿を紹介しよう。

「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ
関
東
大
会
優
秀
賞

に
専
修
大
学
商
学
部
前
川
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
と
発
表
さ
れ
た

瞬
間
、
ゼ
ミ
生
全
員
が
驚
き

の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
１６
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
関
東
大
会

は
強
敵
が
多
か
っ
た
か
ら
で

す
。
過
去
、
同
じ
多
摩
区
に

あ
る
明
治
大
学
と
日
本
女
子

大
学
が
準
優
秀
賞
を
取
っ
て

い
ま
す
の
で「
そ
れ
以
上
」の

成
果
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
前
川
ゼ
ミ
は
「
多

摩
区
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
地
域
と
学
生
で
つ
く

る
新
し
い
か
た
ち
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、約
半
年
間
、体
験

型
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
か
わ
さ
き
ト
レ
ジ
ャ
ー
in

た
ま
区
」
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
３
年
次
９
人
の
ゼ
ミ
生

が
企
画
、
運
営
、
広
報
な
ど

全
て
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
最
初
は
失
敗
の
連
続
。

し
か
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、「
考
え
る
こ
と
」と「
ア

ク
シ
ョ
ン
」
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
３
回
開
催

し
、
約
１
２
０
０
人
の
参
加

者
を
集
め
ま
し
た
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
と

接
し
て
き
た
こ
と
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
提
案
や

意
見
、
時
に
は
応
援
の
声
な

ど
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
人

々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
課

題
の
解
決
を
考
え
る
こ
と
の

難
し
さ
、
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
と
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と

は
、
生
の
声
や
反
応
を
鮮
明

に
実
感
で
き
、
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
非
常
に
大
切
な

こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
こ
の
よ
う
な

名
誉
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方

々
や
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
お
陰
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経
営
学
部
・
渥
美
幸
雄
ゼ

ミ
は
、
理
系
大
学
２
校
（
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、
神

奈
川
工
科
大
学
）
と
合
同
で

携
帯
電
話
の
新
し
い
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
・
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

発
表
会
が
１２
月
１１
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
協
力
企
業

の
参
加
の
も
と
開
か
れ
、
学

生
た
ち
は
研
究
成
果
を
発
表

し
た
。

文
・
理
系
の
学
生
が
専
門

分
野
を
生
か
し
一
緒
に
取
り

組
む
珍
し
い
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
２
０
０
７
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
。
７
回
目
と
な

る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
の

つ
な
が
り
を
支
援
す
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
。
３
大
学
の
学
生
２８

人
が
参
加
、
専
大
生
は
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
担
当
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通

し
て
何
を
学
ん
だ
の
か
、
体

験
記
を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

金
丸
千
愛
さ
ん
（
経
営
３
）

に
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

参
加
し
た
渥
美
ゼ
ミ
生
６

人
∥
金
丸
千
愛
、
土
井
航

太
、
奥
村
友
里
乃
、
田
淵
康

司
、
横
澤
拓
弥
、
菊
地
悠
暉

（
敬
称
略
）

私
が
こ
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
最
も
強
く
感

じ
た
こ
と
は
、
「
メ
ン
バ
ー

全
員
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
立
し

た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
苦
労
し
た
こ
と
は
「
意
識

の
統
一
」
で
す
。
３
校
の
メ

ン
バ
ー
が
直
接
会
っ
て
話
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、S

k
y
p
e

や

W
i
k
i

と

い
っ
た
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を

駆
使
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
生
じ
た
認
識
の
ズ

レ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
会

議
の
際
に
は
必
ず
そ
の
日
の

ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
議
事
録

を
と
り
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が

情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
工
夫

と
２
回
の
合
同
合
宿
で
、
意

識
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
考
案
で
き
た
の
は
、
全

員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
真
剣

に
向
き
合
っ
て
き
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
夜
遅
く
ま
で

大
学
に
残
り
、
裏
付
け
調
査

や
収
益
モ
デ
ル
・
収
支
計
画

を
練
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
考
え
る
こ
と
が
辛
い
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な

く
、
む
し
ろ
全
員
で
考
案
し

て
い
る
時
間
を
と
て
も
楽
し

く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

一
人
の
力
で
は
決
し
て
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仲

間
の
大
切
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
得
た
経
験
や
思
い
は
自

分
の
成
長
に
大
き
く
つ
な
が

っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
の

田
中
・
綿
貫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
指
導
・
田
中

稔
教
授
、
綿
貫
理
明
教
授
）

と
綿
貫
研
究
室
が
、
川
崎
市

の
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
大
賞
」
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
。
市
民
や
事
業
者
の
環

境
に
配
慮
し
た
優
れ
た
取
り

組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
回
が
第
２
回
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
２
０
０
７
年
度
か

ら
環
境
問
題
と
省
エ
ネ
・
創

エ
ネ
に
情
報
技
術
を
適
用
す

る
試
み
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
学
生
の
活
動
が
「
解
説

の
わ
か
り
や
す
さ
」
「
技
術

力
」
「
継
続
性
」
の
点
で
評

価
さ
れ
た
。

表
彰
式
（
昨
年
１１
月
８

日
、
川
崎
市
）
に
は
、
２
０

１
２
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
代
表
を
務
め
た
髙
橋
拓
海

さ
ん
（
４
年
次
）
、
申
請
を

行
っ
た
２
０
１
３
年
度
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
阿
比
留
孝
造
さ

ん
（
３
年
次
）
ら
が
出
席
し

た
。
「
僕
た
ち
だ
け
で
な
く

先
輩
が
積
み
上
げ
て
き
た
成

果
」
（
髙
橋
さ
ん
）
。
「
創
エ

ネ
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見

え
る
化
」
に
挑
戦
し
た
２
０

１
２
年
度
は
、
前
年
度
ま
で

に
開
発
さ
れ
て
い
た
自
転
車

型
人
力
発
電
機
に
蓄
電
池
を

取
り
付
け
、
発
電
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
利
用
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
自
転
車

に
改
良
し
た
。

完
成
し
た
発
電
・
蓄
電
自

転
車
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
小
学

生
が
「
こ
れ
欲
し
い
」
と
言

う
ほ
ど
の
出
来
映
え
。
ハ
ン

ド
ル
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
、
Ｃ
Ｇ
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
自
転
車
で
走
る
）
か
実
写

（
向
ヶ
丘
遊
園
駅
か
ら
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
風
景
）

の
２
通
り
の
画
面
を
見
ら
れ

る
う
え
、
デ
ー
タ
の
表
示
内

容
を
工
夫
。
消
費
カ
ロ
リ
ー

を
食
べ
物
に
、
発
電
量
を
家

電
の
消
費
電
力
に
置
き
換

え
、
運
動
で
ど
れ
く
ら
い
発

電
で
き
た
か
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

併
せ
て
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
た

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

受
賞
を
知
っ
た
２
０
１
２

年
度
の
メ
ン
バ
ー
は
「
世
の

中
の
役
に
立
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
「
環
境
問
題

を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
」（
久
野
拓
人
さ
ん
）、

「
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を

気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
土
屋
将
輝
さ
ん
）な
ど
、
省

エ
ネ
意
識
が
身
に
つ
い
た
。

２
０
１
３
年
度
の
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
振
動
で
発

電
す
る
「
圧
電
素
子
」
を
利

用
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
の

動
作
を
発
電
に
結
び
付
け
た

り
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建

物
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
た
場
合
の
費
用
対
効

果
を
検
証
。
成
果
は
「
川
崎

国
際
環
境
技
術
展
２
０
１

４
」
（
２
月
１４
・
１５
日
、
川

崎
市
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
）

で
発
表
さ
れ
る
。
専
大
か
ら

は
情
報
科
学
研
究
所
（
渥
美

幸
雄
所
長
）
を
通
じ
て
３
チ

ー
ム
が
出
展
す
る
予
定
。

昨
年
１２
月
７
日
、
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
で
開
催
さ
れ

た
第
２７
回
女
性
ス
ポ
ー
ツ
医

学
研
究
会
学
術
集
会
で
、
文

学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
相
澤
勝
治
ゼ
ミ
の
八

文
字
晃
士
さ
ん
（
３
年
次
）

が
研
究
発
表
を
行
っ
た
∥
写

真


。

タ
イ
ト
ル
は
「
大
学
生
に

お
け
る
運
動
習
慣
化
の
現
状

と
性
差
」
。
若
年
層
に
お
け

る
運
動
の
習
慣
化
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
性
差
の
視
点

か
ら
検
討
し
た
も
の
で
、
大

学
生
の
運
動
の
習
慣
化
に
は

性
差
が
認
め
ら
れ
、
特
に
女

性
の
運
動
習
慣
化
率
が
低
い

こ
と
を
報
告
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
今
後
の

研
究
の
方
向
性
を
示
唆
す
る

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
有
意
義

な
研
究
発
表
と
な
っ
た
。

同
月
８
日
に
は
、
國
學
院

大
学
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
１８
回

身
体
運
動
文
化
学
会
大
会

で
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
ゼ
ミ
（
齋
藤
実
経

営
学
部
准
教
授
）
の
仲
宗
根

梨
花
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報

４
）
が
、
研
究
発
表
を
行
っ

た
∥
写
真


。
発
表
テ
ー

マ
は
「
競
技
中
に
お
け
る
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
の
使
用
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
与
え
る
影

響
」
。
２
年
に
わ
た
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
研
究
で
、
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
の
刺
激
が
選
手

の
競
技
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
特
に
プ
レ
ー
へ
の
集
中

力
を
維
持
す
る
効
果
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

発
表
後
、
参
加
者
か
ら
多

く
の
質
問
が
な
さ
れ
、
こ
の

研
究
へ
の
興
味
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。
仲
宗
根
さ
ん
の

卒
業
後
も
、
こ
の
研
究
は
後

輩
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
成
果

が
期
待
さ
れ
る
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

３０
チ
ー
ム
参
加

第
４８
回
体
育
祭
が
１２
月
７

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合

体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
、

昨
年
の
参
加
者
の
２
倍
以
に

当
た
る
３
７
０
人
（
３０
チ
ー

ム
）
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽

し
ん
だ
∥
写
真
。

試
合
は
、
６
チ
ー
ム
５
リ

ー
グ
に
分

か

れ
、
総
当
た
り

戦
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
各
リ
ー

グ
上
位
２
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
が
展
開

さ
れ
た
。
優
勝

は
準
硬
式
野
球

部
員
が
中
心
の

「
フ
ジ
タ
ー
チ

ル
ド
レ
ン
」
。
準
優
勝
は
ラ

グ
ビ
ー
部
か
ら
成
る
「
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」
。

決
勝
戦
は
準
硬
式
野
球
部
ら

し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
い
い

投
球
で
、
圧
勝
と
な
っ
た
。

体
育
祭
実
行
委
員
長
の
松

元
航
大
さ
ん
（
経
済
４
）は
、

「
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
ど
の
チ
ー
ム
も
楽
し

ん
で
く
れ
た
の
で
う
れ
し

い
。
次
回
以
降
は
、
さ
ら
に

体
育
祭
の
存
在
を
多
く
の
学

生
に
知
っ
て
も
ら
い
、
大
学

全
体
で
盛
り
上
が
る
よ
う
な

行
事
に
し
た
い
」
と
意
欲
を

語
っ
た
。

（
体
育
会
本
部
∥
山
内
夏
穂

・
人
間
科
学
４
）
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会
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成
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３大学合同プロジェクトで

スマホのビジネスモデル担当

決
勝
大
会
に
進
出
商
・
前
川
ゼ
ミ

経営・渥美ゼミ

体
験
型
ゲ
ー
ム
を
企
画
、運
営

意
識
の
統
一
に
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労
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鴻
輝
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３
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）
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）

▲ 発表する渥美ゼミ

学
会
発
表
に
挑
戦

文
・
相
澤
ゼ
ミ

教
養
・
齋
藤
ゼ
ミ

▶

前
川
ゼ
ミ
の
み
な
さ
ん

ど
ん
な
人
で
も

や
さ
し
く
読
め
る

文学部・野口ゼミ

出版のエッセー

学び 挑み 成長する 専大生

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
優
秀
賞
に

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
優
秀
賞
に

川
崎
市「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
大
賞
」

田中・綿貫プロジェクトが奨励賞

▲ 表彰式に出席した２０１２、２０１３年度のメンバー

『
タ
カ
と
ハ
ル
の
江
の
島
の
た
び

２０１４ 躍動の年

～
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
の
っ
て
～
』

▶

表
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（
右
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